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 解答又は解答例 及び出題意図 

〔A〕 

〔解答又は解答例〕 

 

〔出題意図〕 

国文学の重要事項に関する基本的な理解があるかどうかを問うものである。 

〔B〕 

〔解答又は解答例〕 

 

〔出題意図〕 

国文学に関する本文読解力があるかどうかを問うものである。 

 

問１ 〔解答又は解答例〕 

いずれも HLL となる。 

〔出題意図〕 

 地名と人名に関するアクセントの議論を正確に読み取り、指示通りの回答が適切に示されてい
るかが問われている。 

問２ 〔解答又は解答例〕 

 ロ 

〔出題意図〕 

 形態的な観点から言語の分析を行うために必要となる知識が問われている。 



問３ 

〔解答又は解答例〕 

 仮説１では地名と人名が異なるアクセントを有することになるという主張が示されているが、
（３）では、両者が、L H H H L というパターンになるという点で、仮説１の反例となることが
示されている。 

〔出題意図〕 

地名と人名に関するアクセントの議論を正確に読み取り、指示通りの回答が適切に示されてい
るかが問われている。 

問４(i) 

〔解答又は解答例〕 

 接辞「市」では、これが接することで接する前のピッチパターンを変えるはたらきがあり、語
末を常に H L に変えるはたらきがあるのに対し、接辞「氏」にはそのようなはたらきはなく、接
する前のピッチパターンを変更することなく後接することになる。 

〔出題意図〕 

地名と人名に関するアクセントの議論を正確に読み取り、指示通りの回答が適切に示されてい
るかが問われている。 

問４(ii) 

〔解答又は解答例〕 

 アクセント持っているのは「市」の方である。なぜなら、「市」は語末を常に H L に変えるは
たらきがあるが、接辞「氏」は接する前のピッチパターンを変更することなく後接することにな
るからである。 

〔出題意図〕 

地名と人名に関するアクセントの議論を正確に読み取り、指示通りの回答が適切に示されてい
るかが問われている。 

問５ 

〔解答又は解答例〕 

 【仮説１】の（b）を「固有名詞のアクセントに変化を起こさずに後接する。」と書き換えれば
よい。 

〔出題意図〕 

地名と人名に関するアクセントの議論を正確に読み取り、指示通りの回答が適切に示されてい
るかが問われている。 



問６ 

〔解答例〕 

 「県」「区」など 

〔出題意図〕 

地名と人名に関するアクセントの議論を正確に読み取り、指示通りの回答が適切に示されてい
るかが問われている。また、母語に関する言語知識を内省して、言語知識の中から適切な表現を
選び出す力が問われている。 

 


